


フラッシュバンドは、英国最大の防水材・接着斉」メーカーであるボスティック社の国際的ベストセラー製品で、

ワンタツチの雨じまい、建物の万能絆倉」膏として、長年に渡り重宝されています。このたび、従来のアスフアルト

接着層の物性を高め、弓|き裂け強度の高いポリプロピレンシートをサンドイツチすることにより、より薄 <、 より

強<なりました。施正面にただ張りつけるだけで失敗がな<、 異質材料のブ∃イントのシールなども簡単に経済的

にできるのが特長です。雨じまいを始め、防水シール、修理、補強など建築分野全般 |こ渡り、無<てはならないも

のとなっています。

製 品 (形状 と寸法 )

アルミ箔、ポリプロピレン膜および特殊アスファルト接着層からなる複合防水テープで、約1.2mm厚、仕上げは

プライトとグレイの 2種類があります。接着面は最」離シートで保護されています。施工後の重量は約1.3kg/市 です。

種 類 表 面 仕 上 げ 推定耐用年数
1□―ルの長さ

(□―ル径 )

百
田 カー トン入 り数

ブ ラ イ ト ア ル ミ箔 素 地 10年 以 上 10m (約 15 cm)

50mm 6□ ―ル

75mm 4□ ―ル

100mm 3□ ―ル

150mm 2□ ―ル

300mm 1□ ―ル

グ   レ  イ
アルミ箔素地区

ラッカーコーテイング
15年 以 上 10m (約 15 cm)

50mm 6□ ―ル

75mm 4□ ―ル

100mm 3□ ―ル

150mm 2□ ―ル

225mm 2□ ―ル

300mm 1□ ―ル

450mm 1□ ―ル

600mm 1□ ―ル

特 長・ 性 自旨

●耐弓|き裂け性、耐衝撃性、耐熱性 (100℃ )、 耐久ll■、そして施工性がアップしたニュータイプです。

●絶縁紙をはがして施正面に押さえるだけ、作業が簡単で特殊技術を必要としません。

●高温多湿のアフリカ、厳寒のスカンブナビアなど世界のあらゆる気候の下で優れた耐候ll■・耐久性が実証され

ています。潮風や人気汚染に対してはグレイの方が優れています。              ヽ

●ガラス、プラスチック、金属、アスフアルトなど平滑ち密な面にはそのまま定着します。ただし、モルタル、

コンクリート、レンガ、フレキ板などポーラスな面にはフラッシュバンド・プライマーまたはセメントーン・

アスフアルト・ベイントを塗ってから張って下さい。本材や合板などにもプライマーをあ勧めし議す。

●溶剤や毒劇物を含まず、施工中、施工後を通じて安全・安心です。



作 業 方 法
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施工面に張りつけ、気泡が残らないよ

うに中央から外へと手で押さえます。

モルタル、コンクリートなどダスト

の出やすいポーラスな面には、プラ

イマーを塗って乾操させます。

さらにハンドローラーなどで表面を

ならして下さい。

フラッシュバンドを□―ルからはず

し、所要寸法に合わせてはさみまた

はカッターで切り取って下さい。
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作 業 上 の 留 意 事 項

a.下地の入りすみ部は前もって日を取るか、またはコーキングして下さい。

b.フ ラッシュバンド表面のしわをできるだけ少な<し てきれいに張るに

は、右図のように景」離シートをはがしながら□―ルからはずします。

c.張 り継ぐ場合のオーバーラップ1冨 |ま少な<とも25mmと って下さい。

d.現場条件や熟練度にもよりますが、一度に張ろフラッシュバンドの長

さは比較的短<ずることをお勧めします。通常、 3m程度。

e.周囲の気温が 5～ 15℃の寒冷時には使用直前までフラッシュバンド

を暖かい場所に保管し、施工中は熱風加工機などで力□熱してよ<圧着して下さい。ただし、過度に加熱したり、直火

(バーナー)式ヒーターを使うことは厳禁です。

f.30℃を越えると剥離シートがはがれ|こ <<なることがあります。夏季工事では使用直前まで涼しい場所に保管して下さい。

g.フ ラッシュバンドの上に一般の仕上げ塗料を施工することができます。ただし、端部が汚れることがあります。

h.フ ラッシュバンド表面に耐酸性や耐アルカリ性はありません。そのような物質との接触は避 |すて下さい。
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主 な 用 途

・ 各種屋根 (コ ンクリート、石綿セメント板、瓦、ア

ルミ板、トタン、カラー鉄板、プラスチック板など)

の雨じまいと補修

ロバラベットの雨じまいと金属笠本のブ∃イントシール

・ 防水層 (ア スファルト、シートなど)のブ∃イント

や端部の押えと修理

・ とい (鋳鉄、 トタン、 P∨ C、 アルミ、38、 亜鉛、

コンクリート、石綿セメント板など)のライニング

とブヨイントシール

■異質材料の取合い部と伸縮目地のシール

・ 屋根突出物 (柱、パイプ、照明柱、換気塔、ベント
'

ハウスなど)及び石油タンクの周囲のシール

・ 屋根や壁面のクラック補 1多

・ トツプライト、温室のブョイントシール

・ フレキ板やプラスチック板屋根のボルトのキヤッピ

ング

■パイプやタンクの断熱材の保護被覆

■海陸コンテナー、 トレーラーの修理

・ 窓やサッシ廻りの緊急修理

■その他排水管、換気ダクト、ボートの修理など………

笠本の防水、入りすみの増し張り、防水層端部の押え

といのライニング

縦 断面図

伸 縮 目地

コムホース、
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動きの少ない目地、3 mm以下のクラック
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